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ビジネスの未来へようこそ
『AI の活用に備えて』は、AI 活用の成功を目指す分析リーダーやデー
タリーダーを対象にしています。戦略やガバナンスなど、他のソート
リーダーが最優先で取り組んでいる事項とともに、急速に変化を遂げ
るテクノロジーやビジネス環境でより優れたリーダーとなるために取
ることのできるアクションも知ることができます。

この E ブックでは、AI の活用を始めようとしているデータリーダー
にとって極めて重要な、次の 4 つのトピックが取り上げられています。 

• AI に最も向いているプロジェクトの把握
• 効果的な戦略の策定
• AI ガバナンスの原則 
• 成功するチームの構築

AI へのどのような取り組みでも中心にはデータがあり、先導的な組
織が重視しているのは最新かつ完全な状態の信頼できるデータソー
スを確保することです。人材から戦略、インフラストラクチャに至
るまで、すべての事業部門でデータに重きを置いている組織は AI の
波に乗って同業他社に対し大きな競争力を得ようとしています。 

では、データの準備を万端に整えるにはどうすればいいのでしょう
か。まず次の面に着手しましょう。

• データのクリーニング: 重複したデータ、誤ったラベル、適切
ではない形式、外れ値を削除します。 

• データソースの接続 (英語): 「信頼できる単一の情報源」を構
築することで、マーケティングや営業、サービス、コマース
のデータを統合して利用できるようにします。

あらゆるデジタルトランスフォーメーションと同様に、成功の鍵は
全社規模の取り組みです。データリーダーは、この変化を組織が切
り抜け、AI のもたらしうるメリットを実現できるよう支援すると
いう特殊な立場にいます。AI トランスフォーメーションでデータ
リーダーが果たすべき役割についてさらに視点を広げるには、デー
タリーダーシップコラボレーティブ (英語) のメンバーへのインタ
ビューをお読みください。

実行に移しましょう

AI の質は、その基盤となるデータによって決まり
ます。AI へのどのような取り組みでも、始める前
にデータが信頼でき、接続されていて、一元化さ
れていることを確認してください。

チェックポイント 
AI 対応のデータになってい
ますか?

はじめに

詳細を見る

https://www.salesforce.com/blog/data-centric-ai/
https://www.tableau.com/ja-jp/learn/articles/what-is-data-cleaning?_ga=2.201514705.177580037.1692634765-1872095268.1689181074&_gl=1*1jfnu5t*_ga*MTg3MjA5NTI2OC4xNjg5MTgxMDc0*_ga_3VHBZ2DJWP*MTY5MjgwNzIwNi4zMC4xLjE2OTI4MDcyMjAuMC4wLjA.
https://www.mulesoft.com/resources/esb/what-is-single-source-of-truth-ssot
http://www.dataleadershipcollaborative.com/
http://www.dataleadershipcollaborative.com/
http://www.salesforce.com/blog/ai-for-business-real-world-tips
http://www.salesforce.com/blog/ai-for-business-real-world-tips
https://www.salesforce.com/jp/blog/playbook/ai-guide/
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第 01 章

AI に対する投資対効果
可能性をはっきり認識できるようになる必要がありますが、
次はユースケースまで掘り下げられなければなりません。
どの部門か、どの業務か、行うべき作業は何か、です」
 
データリーダーシップコラボレーティブ
CHITRANG DAVE 氏

「
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ガートナー社の見解

影響力が大きい AI 導入のチャンスを見出す

データの評価:  データは信頼でき、接続されていて、利用しやすいか?

分野の専門知識:  業界を知る AI エキスパートに相談したか?

実現可能性分析と概念実証のプロジェクト:  解決しようとしている問
題に AI は適しているか?

競合分析と市場調査:  どのような傾向が見られるか?  AI に関する競
合他社の取り組みを把握しているか?

投資対効果の評価:  コスト削減、収益の向上、顧客満足度を考慮に入
れたか?

リスクアセスメント:  倫理、データプライバシー、コンプライアンス、
バイアスに関して起こりうる懸念事項を明確にしたか?

影響、規模、反復:  見返りが最も大きく規模も拡大できる機会を優先
しているか、計画を定期的に見直しているか?

クラウドへの移行でもエンタープライズ CRM の導入でも、デジタルトラン
スフォーメーションで最も重要なのは成果の推進と生産性の向上です。AI 
も例外ではありません。分析リーダーと IT リーダーを対象にした調査によ
ると、AI 導入のメリットとして、ビジネス上の意思決定の迅速化、業務の効
率化、価値の高い業務にかけられる時間の増加、ワークフローの自動化、カ
スタマーエクスペリエンスの向上などが挙げられています。 

しかし、AI でこうしたメリットやそれ以上を実現するには、見返りがもっ
とも大きいプロジェクトを把握しなければなりません。ユースケースの中
には AI ソリューションに適していないものもあり、どこに AI を導入すべき
かを決定する (英語) には理論も技術も必要となります。その出発点は、何
を達成しようとしているかを深く理解し、起こりうる課題を検討することで
す。その際、次の問いに答えていくといいでしょう。

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓
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出典:  Data and Analytics Trends to Keep on Your Radar (英語)

までに成功を収める AI イノベーションの数は、
目標に基づいた信頼できる AI を開発する組織
で 75% 以上になる一方で、その取り組みを行
わない組織では 40% に留まります。 

2026 年
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https://www.salesforce.com/news/stories/generative-ai-research/
https://www.linkedin.com/pulse/10-notable-business-use-cases-generative-ai-kevin-rubin-
https://www.linkedin.com/pulse/10-notable-business-use-cases-generative-ai-kevin-rubin-
https://www.gartner.com/en/articles/12-data-and-analytics-trends-to-keep-on-your-radar
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第 02 章

戦略の策定
可能性を周囲に納得させる必要はありません。必要
なのは、その可能性にどう取り組むかを周囲に納得
させることです」
データリーダーシップコラボレーティブ
DEEP SRIVASTAV 氏 

「
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戦略からすべてが始まります。確固とした AI 戦略があれば、組織の誰もが
ビジョンや目的、短期と長期の目標、その達成のために何が必要かを理解で
きるようになります。AI 戦略で必要なのは、データに基づいていること、測
定可能な目標と KPI があること、チームが対立を最小限に抑えながら連携で
きることです。あらゆる戦略的な取り組みと同様に、AI 戦略でも信頼でき
るデータが基盤となります。

データの準備を整える 
データの品質、量、利用しやすさを評価し、何が不足しているかを明確に
します。

ビジネス目標を策定する 
AI で最大の価値を付加できる箇所を見出し、KPI を策定します。

ユースケースを明確にして優先順位を付ける 
短期と長期のプロジェクトの間でバランスを取ります。

データガバナンスのポリシーを規定する 
プライバシー、セキュリティ、規制コンプライアンス、倫理的な利用、バイ
アスの軽減に対応します。

テクノロジー資産を確認する 
ツール、プラットフォーム、リソースで何が不足しているかを明確にしま
す。また、スケーラビリティや統合、簡単な導入にも対応します。

継続的な改善の重要性を説く 
ステークホルダーにフィードバックを求め、適切な人材を確保し、意思決
定の指針としてデータを利用します。

小さな規模から始める 
損失の大きい潜在的な不備を避けるために、低リスクの試験的なプロジェ
クトから始めましょう。 

実効性のある AI 戦略策定のための 7 つのステップ

ご存じですか?

1

2

3

4

5

6

7
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79  %

出典:  McKinsey Global Survey:  The State of AI in 2021 (英語)

は、AI の導入による 
大幅なコスト低減を 
すでに享受しています。

の企業

https://blog.salesforceairesearch.com/meet-salesforces-trusted-ai-principles/
https://blog.salesforceairesearch.com/meet-salesforces-trusted-ai-principles/
https://www.mckinsey.com/~/media/McKinsey/Business%20Functions/McKinsey%20Analytics/Our%20Insights/Global%20survey%20The%20state%20of%20AI%20in%202021/Global-survey-The-state-of-AI-in-2021.pdf
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ガバナンスの概要
AI で引き起こされている変革はあまりに大きく、データチームを
通じて対処するだけでは足りません。また重要性も極めて高く、
ガバナンスや他のデータインフラストラクチャのプロジェクトが
対応するまでより広範な導入の開始を待つ、ということもできま
せん。事業部門は行動に移そうとしています。この変革の波に乗
るべきです。乗らずにサイロ化しようとすれば、ビジネスとの関
わりを失ってしまうでしょう」
データリーダーシップコラボレーティブ
SOLOMON KAHN 氏

第 03 章

「
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ガバナンスの不足

ビジネスの世界では、ルールの確立前にテクノロジーが普及することは珍し
くありません。しかし、AI のように進化が急速なテクノロジーには、あら
ゆる取り組みで倫理的な基準、一貫性、アカウンタビリティを実現するため
のガバナンスが必要です。ガバナンスは重要であり、将来に備えている組織
は AI への取り組みに合わせて規模を拡大できるフレームワークを確立する
ことで、AI 活用の成功を図ろうとしています。基本的な AI ガバナンスフレー
ムワークには次のものが含まれます。

適切なガバナンスに必要なものとは

リスクアセスメント: 技術的なミス、モデルの逸脱、プライバシーと
セキュリティに対処します。

ビジネス目標との整合: プロジェクトが戦略目標と直接結びつくよう
にします。

リソースの最適化: 時間、予算、人材の投入を効率化します。

ステークホルダーとの意思疎通: あらゆるプロジェクトの基盤に透明
性と信頼性を据えます。

規制コンプライアンス: すべての関連法規と業界標準を遵守します。 

変更管理の指針: トレーニングや適応が必要になる可能性を持つワー
クフロー、職務、プロセスに対するすべての変更に対処します。

従業員への指針: AI テクノロジーの許容される利用についてポリ
シーを策定します。

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓
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は、社会的、倫理的、犯罪的な AI 関連
リスクに対処するために取り組みを強
化する必要があると回答しています。 

65  %
の CEO

出典:  Ernst and Young CEO Outlook グローバルレポート

https://www.salesforce.com/blog/build-ethical-ai/
https://www.ey.com/ja_jp/ceo/ceo-outlook-global-report
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従業員が経営陣の承認を得ずに AI を利用すると、リスクが発生 (英語) する
ことがあります。「ステルス AI」とも呼ばれるAI ツールの許可されていな
い利用を組織が抑制するのに役立つ、5 つのステップをご紹介します。

AI の無許可利用の増加

調査: 関係している可能性があるツール、プロセス、データを把握し
ます。

質問: そのツールが必要な理由を従業員に尋ねます。

再検証: 従業員とともに、データのセキュリティとプライバシーの
指針を見直します。

一元化: 透明性を高めるために一元的な承認プロセスを確立します。

提供: 許可した別の選択肢を提供するとともに、傾向を知るために
新しいテクノロジーを定期的に評価します。

✓

✓

✓

✓

✓
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目標と現実

リーダーが、従業員は AI ツールを自由
に利用するのではなく、その利用に承認
を必要とすべきだと回答しています。 

(ChatGPT など) は上司の承認
を得ていません。

68  %
のビジネス

70  %
の AI ツール利用従業員

出典:  CFO.com (英語)

出典:  Business Today (英語)

https://www.cnbc.com/2023/04/30/the-big-cyber-risks-when-chatgpt-and-ai-are-secretly-used-by-employees.html
https://www.cfo.com/news/68-of-leaders-say-employee-ai-use-should-require-company-permission-weekl/689621/
https://www.businesstoday.in/technology/news/story/does-your-boss-know-70-of-employees-are-using-chatgpt-other-ai-tools-without-employers-knowledge-374364-2023-03-22
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AI 活用の成功の鍵はチームワーク
ほとんどのビジネスリーダーは、組織に欠かせない職務を把握して
いると思います。その職務のうち、AI 導入に向いているものはど
れでしょうか。重要なのは、データ担当かどうかにかかわらず、す
べての経営幹部が候補となる職務を把握し、それに応じて計画を立
てることでしょう」

 
データリーダーシップコラボレーティブ 
SOLOMON KAHN 氏 

第 04 章

「
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ご存じですか?

今日のオフィスは大きな変化の渦中にあります。AI は 2025 年までに約 
8,500 万人分の仕事に取って代わりますが、AI 関連で約 9,700 万人分の雇用
が創出されると、世界経済フォーラムは『仕事の未来レポート』 (英語) で推
定しています。現在の新しい世界では仕事が一新され、「人間、機械、アルゴ
リズム」の間の労働分担に応じて新たな職務が生まれるでしょう。それと同
時に組織は AI によって、既存の職務の再構成、アップスキルの機会の計画、
変化するニーズに合わせた新しい職務の設計を行うチャンスを得られます。 

変化し続ける職場環境への対応

データリーダーは、AI のメリットを得るべき職務や得られる職務を見極めな
ければなりません。それには、組織の業務やスキル、戦略的な方向性を十分に
把握するとともに、AI への取り組みの発展に合わせて拡張可能な変更管理プ
ロセスも必要となります。必要な職務を見極める方法は次の通りです。

職務に適した人材

労働力分析の実施: 具体的な業務と職責を含めて、組織のすべての職
務を把握します。

各職務の業務の評価: ルールとデータに基づいた反復的な業務を見極
めます。その業務が自動化の候補となります。

各職務と戦略目標の整合性評価: AI で強化または促進が可能な業務
を明らかにします (英語)。 

各職務で必要なスキルの明確化: AI ツールで補完または置き替える
ことのできる職務を見極めます。

AI 導入の投資対効果の計算: 人員の追加または削減のコストと見込
まれるメリットを比較します。

✓

✓

✓

✓

✓
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数字で見ると

出典:  Salesforce; New Study Reveals Only 1 in 10 Global 
Workers Have In-Demand AI Skills

が生成 AI の利用を検討していますが、ほぼ同
数の IT リーダーは従業員がその利用に必要な
スキルを持っていないと回答しています。  

67  %
のグローバルビジネスリーダー

https://www.weforum.org/press/2020/10/recession-and-automation-changes-our-future-of-work-but-there-are-jobs-coming-report-says-52c5162fce/
https://www.salesforce.com/ca/blog/2021/07/the-role-of-change-management-when-implementing-ai-.html
https://www.salesforce.com/ca/blog/2021/07/the-role-of-change-management-when-implementing-ai-.html
https://partners.wsj.com/salesforce/how-generative-ai-will-revolutionize-customer-service/
https://partners.wsj.com/salesforce/how-generative-ai-will-revolutionize-customer-service/
https://www.salesforce.com/news/stories/digital-skills-based-experience/
https://www.salesforce.com/news/stories/digital-skills-based-experience/
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AI の導入には、エンジニアからアナリストまで高度なスペシャリスト (英語) が数多く必要となります。チームの構成は、プロジェクト
の複雑さや対象範囲、また予算と戦略目標全体に応じて変わります。AI への取り組みの策定と実施に必要な職務のごく一部を以下に挙
げます。あらゆる AI チームは緊密に連携するとともに、開始から継続的な維持管理までプロジェクトのライフサイクル全体にわたって
協力し合う必要があります。

理想的な AI チームの構築

• 取り組み全体を監督する
• スケジュールを設定し、リソースを管理する
• ステークホルダーとの意思疎通を図る
• 予算、スケジュール、目標に沿った成果を確保する

• AI モデルのためのデータを分析し、準備する
• 生データを整形して、機械学習モデルのトレーニングとテス
トのための形式に変換する

• 統計的手法を使ってデータインサイトを引き出す 

• 機械学習モデルを構築、トレーニング、展開する
• データサイエンティストと緊密に連携して、データインサ
イトを実際に使えるアルゴリズムに落とし込む

• モデルを微調整して実装する

• AI モデルをアプリケーションに統合するために必要なイン
フラストラクチャとシステムを開発する

• AI モデルをユーザーインターフェイス、データベース、他の
アプリケーションコンポーネントと連携させるソフトウェア
を開発する

• 分野の深い知識を応用して、結果の解釈を支援するとと
もに、AI ソリューションが実際の要件に従っていること
を確認する

プロジェクトマネージャー ソフトウェアエンジニア

分野のエキスパートデータサイエンティスト

機械学習エンジニア

第 04 章

https://www.informationweek.com/strategic-cio/does-your-it-organization-need-an-ai-team-
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まだ間に合う AI のチャンス

• データのクリーニングと接続
• 最大の成果を得られるプロジェクトの選定 
• 戦略的な優先事項の設定 
• 効果的なガバナンスの確立 
• 適切なチームの構築 

出典:  Generative AI in IT, Salesforce, March 2023    

まとめ

AI はこれまでの日常を変える存在なのでしょうか。その通りです。
そしてそれは決して悪いことではありません。生成 AI に代表され
る使いやすい AI テクノロジーの新しい世代は、ハイプサイクルの段
階をはるかに超える進化を遂げました。シンプルなプロンプトを使
い、見込み客に対して関連性が極めて高いパーソナライズされたオ
ファーを作成するアプリケーションや、カスタマーサポートの複雑な
問題を解決する自動チャットボットなど、AI を活用した新しい世界
はすでに訪れています。そしてデータリーダーは、その変革を推進
するしかるべき立場にいるのです。変革の道のりの出発点は、この E 
ブックで説明してきた次のステップです。

データは AI へのあらゆる取り組みの原動力ですが、先ごろの調査に
よると、33% のビジネスリーダーはデータからインサイトを引き
出せていません。組織に総合的なデータ戦略がないのならば、今こ
そ導入すべき時です。データによるインパクトの推進を強化する方
法について知るには、データカルチャープレイブックを読み、無料の 
Tableau Blueprint アセスメントを受けましょう。

AI の波に乗る

AI はデータから始まる

リーダーは、生成 AI に乗り遅れてい
るとすでに感じています。 

 リーダーは、自社が後れを取ってい
ることを懸念しています。 

77  %
のビジネス

88  %
のマーケティング

https://www.salesforce.com/news/stories/generative-ai-research/
https://www.salesforce.com/news/stories/data-skills-research/
https://www.salesforce.com/form/conf/analytics/data-culture-playbook/
https://www.tableau.com/ja-jp/blueprint-assessment
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一層の AI 活用の出発点として次のリソー
スをご紹介します。

データリーダーシップコラボレーティブのメ
ンバーと交流して、Tableau AI について学び
ましょう。ブログ

• Salesforce エグゼクティブの視点:  生成 AI とは
• 企業が AI を導入する前に確認すべき 5 つのこと
• データと AI によるパーソナライズされたユーザーエク
スペリエンスデザインのポイント

• AI について気軽に学ぼう! 6 つの学習コースをご紹介
• IT バイヤーブログ

ビデオ
• AI 戦略の基礎:   
これだけは知っておきたい AI + データ + CRM 

ビデオ
• 信頼できる AI で生産性を向上させるには

Trailhead
• 人工知能入門

• 人工知能の基礎
• データをモデルに変える
• ニューラルネットワークの必要性を理解する

ブログ
• Tableau AI と Tableau Pulse が一新するデータエクスペリ
エンス

デモ
• Tableau AI と Tableau Pulse 
• Data Cloud for Tableau 

データリーダーシップコラボレーティブ (英語) では、同じ仕事
を持つ人の最優先事項について知り、メンバーと交流すること
もできます。

さらに詳しく知るには

https://www.salesforce.com/news/stories/what-is-generative-ai/
https://www.salesforce.com/jp/blog/questions-about-ai/
https://www.salesforce.com/blog/designing-personalized-user-experiences-with-data-ai-keep-this-in-mind/
https://www.salesforce.com/blog/designing-personalized-user-experiences-with-data-ai-keep-this-in-mind/
https://www.salesforce.com/jp/blog/learn-ai/
https://www.salesforce.com/blog/build-a-customer-company-with-it/
https://www.youtube.com/watch?v=M5HIOyvfR_I
https://www.youtube.com/watch?v=M5HIOyvfR_I
https://www.salesforce.com/form/events/webinars/form-rss/4298400?utm_campaign=63275cf8c4938400010b8d09&utm_content=64c436af1e9fdc00012cb346&utm_medium=smarpshare&utm_source=linkedin
https://trailhead.salesforce.com/ja/content/learn/trails/get-started-with-ai-data
https://trailhead.salesforce.com/ja/content/learn/modules/artificial-intelligence-fundamentals?trail_id=get-started-with-ai-data
https://trailhead.salesforce.com/ja/content/learn/modules/artificial-intelligence-fundamentals/turn-data-into-models?trail_id=get-started-with-ai-data
https://trailhead.salesforce.com/ja/content/learn/modules/artificial-intelligence-fundamentals/understand-the-need-for-neural-networks?trail_id=get-started-with-ai-data
https://www.tableau.com/ja-jp/blog/tableau-pulse-and-tableau-gpt
https://www.tableau.com/ja-jp/blog/tableau-pulse-and-tableau-gpt
https://www.tableau.com/ja-jp/learn/tableau-gpt-pulse-demo
https://www.salesforce.com/products/analytics/data-cloud/?d=cta-body-promo-125
https://www.dataleadershipcollaborative.com/


Salesforce の一員である Tableau は、お客様がデータを見て理解できるように支援します。Tableau は、世界をリードする分析プラットフォームとして、強力な AI、データ管理、コラボレーション機能を備えた
ビジュアル分析を提供します。個人からあらゆる規模の組織に至るまで、世界中のお客様が Tableau を選び、その高度な分析を使用して、実効力のあるデータドリブンな意思決定を促進しています。 

詳しくは www.tableau.com/ja-jp をご覧ください。

Salesforce は、カスタマーカンパニーです。より多くの見込み客を見つけて、成約件数を増やし、優れたサービスで高い顧客満足度を得
られるように、企業が顧客とまったく新しい方法でつながることを支援するために設計されたクラウドベースのソフトウェアを提供し
ています。Salesforce の包括的な製品スイートである Customer 360 は、ご利用の企業もカスタマーカンパニーになれるように、顧客
情報を表示する単一の共有ビューを提供し、セールス、サービス、マーケティング、コマース、IT の各チームをまとめることができます。

https://www.tableau.com/ja-jp/

